
目白大学周辺の豊かなみどり
は遠くからも望めます

昔ながらのみちが
地域の縁に沿って
続いています。
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地域を象徴する建築物
アイストップ

【凡例】

まとまったみどり
景観上重要な道路
安政3年には
存在していた道
安政3年〜⼤正7年
に出来た道
⼤正7年〜昭和16年
に出来た道
昭和16年〜現在まで
に出来た道
Ｔ字（L字）の
アイストップ
1967年に
邸宅地であった所
現在の邸宅
⽬⽩⼤学敷地
エリア境界

主な保護樹⽊
(区�みどりの条例)
重要なみどり
(⼀部保護樹⽊を含む)
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地域の中で最も高い台地に位置しており、かつては公共施設や企業の社宅・邸宅が見られる場所でした。

今では大規模な邸宅の跡地はその名残を残しながらも、次第に分割されてきています。それぞれの敷地

は個別に開発されたため、多くの交差点が鍵型に交わっています。エリアの 3 分の１を占める目白大学

の豊かなみどりや邸宅地の面影を残す古木が景観を特徴付けています。

1. 目白大学のまとまったみどり 2. 古くからある大木の景観

大正 12（1923）年創設の目白大学の広大な敷

地は、斜面緑地の中でもまとまったみどりを

持ち、700 種を超える樹木や斜面地の自然林

など貴重なみどりのストックとなっていま

す。また、台地がせり出した部分に位置して

いるため、そのみどりは周辺からの眺望対象

となっています。

大邸宅や農地の広がっていたこのエリアに

は、古くから存在している大木が多く残され

ており、新旧の混在した景観をつなぐ重要な

景観資源となっています。こうした景観資源

でもある樹木の保全が必要です。

このエリアは宅地化がやや遅く、戦後も農地

や大邸宅が並ぶゆとりあるまちなみでした。

その後 1960 年代以降に個別の開発が行われ、

敷地の細分化が進みました。そのため、エリ

ア内の道路の多くは見通しの良くない鍵型

の形状となっており、囲まれた景観が形成さ

れています。

3. 開発された大邸宅地
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景観特性
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古くから残る大木やゆとりなどを活かして、みどり豊かな景観の形成を図る。

大規模敷地を中心としたみどりで包まれるまちなみへ

1.大規模敷地のまとまったみどりの保全を図る

景観形成の考え方景観形成の考え方

具体的な方策

■既存樹木を保全する

■新植の場合には、既存樹木と調和した樹種を選定する

■樹木の生育環境に配慮し、透水面を確保する

■垣・さくなどは生垣や自然素材のものを使用する

■アイストップとなる場所では、積極的に緑化を行う

エリア内に存在する目白大学や敷地規模の大きい宅地等のま

とまった緑を保全し、その周辺でもみどりの保全・創出を図

る。

2.斜面下から眺めるみどり豊かな景観をつくる

具体的な方策

景観形成の考え方

斜面緑地の上に位置するこの台地の景観は、みどり豊かな眺

めとなっている。この眺めを意識した景観形成を図る。

■斜面下からの眺めに配慮した緑化を行い、建築物を可能な限り見えな

いようにする

■色彩はみどりと調和した落ち着いたものとし、特に、彩度の高いものは

避ける

■外壁の素材は自然素材のものを使用する

■屋上緑化や壁面緑化を積極的に行う

大きな木とまとまったみどりの景観

シンボルとなる
既存の大木の保全

連続する生垣

アイストップ
の緑化

斜面下から眺めるみどり豊かな景観

アイストップとなる交差点部分の緑化

景観形成の目標

景観形成の方針
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新宿区立林芙美子記念館

林芙美子終焉の地

文

旧島津家住宅アトリエ歴
（副都心を望む　
　眺望点）

八の坂通り
七の坂通り

六の坂通り

五の坂通り

四の坂通り
三の坂通り

一の坂通り

大谷石や黒

塀、生垣が

まっすぐと

続く坂道

林芙美子記念

館の脇を通り、

大谷石や竹林、

階段で構成さ

れる坂道

竹林に囲ま

れ右へ左へ

と曲がる変

化のある景

観

大谷石と豊かなみ

どりの帯がカーブ

を描きながら連続

する斜面下の道路

西新宿周辺の

超高層ビル群

が見えます。

西武新
宿線

山
手
通
り

坂上
通り

目白大学

【凡例】

眺望点

神社

寺

公園

境内地

地域を象徴する建築物

まとまったみどり

景観上重要な道路

坂と坂をつなぐ横道

街路をつなぐみち

坂道（下から上）

不整形な交差点

斜面地

平坦地

エリア境界

歴史的な景観の保全が
必要な建築物

文化に関わる資源

歴史に関わる資源

文

歴

【景観資源】
（国指定重要文化財）

（都指定文化財等）

歴史に関わる資源

（区指定文化財等）

歴

主な保護樹木
(区 みどりの条例)
重要なみどり
(一部保護樹木を含む)

林芙美子
 記念館

御霊神社

大日本獅子吼会
本堂

山手先
通り

り
通
坂
子
り
振

蘭塔坂通り
（二の坂）

二の坂四の坂五の坂

栗原家住宅主屋歴

目白大学目 大学目白大
周辺エリア周辺エ辺エリア

下落合斜面地エリアから続いて東西に広がる斜面緑地が、このエリアの特徴です。四の坂に面した「林芙

美子記念館」を中心として邸宅地の中にも豊かなみどりがあり、連続するみどりの帯を形成しています。

また、東西に一の坂から八の坂が並んでおり、それぞれの坂道ごとに多様な景観となっています。また、坂

上からは超高層ビル群への眺めも得られるとともに、この斜面緑地自体も遠くから望むことができます。

1.東西に連なる斜面緑地 2.並走する坂道の多様な景観 3.坂道をつなぐ東西の道　

南側が斜面地となったこのエリアには、「林芙

美子記念館」の豊かなみどりの他に、各邸宅地

内にもみどりがあり、東西に連なって、斜面緑

地を形成しています。また、等高線に沿って曲

がる道路は、変化のある景観を創出していま

す。

中井の斜面地は昭和初期から徐々に宅地化さ

れました。斜面地の坂道は、宅地化に伴い通さ

れたものであり、直線的で開放的な眺望を得る

ことができることが特徴です。階段と竹垣が特

徴の四の坂や、大谷石積みの擁壁が特徴の五の

坂など個性豊かな景観となっています。

宅地化の進んだ斜面地であるため、坂と坂と

を結ぶ道路が東西に通っています。斜面地で

は台地側に擁壁が並び、低地側には勝手口が

並んでいます。一方台地上では、東西の道に

対して敷地が正面を向いており、整った路地

景観となっています。

S = 1 : 6000
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景観特性
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多様な坂道と斜面緑地を活かしたみどり豊かなまちなみへ

斜面緑地に開発された良好な住宅地であるこのエリアでは、豊富な斜面

緑地のみどりと多様な坂道景観によるまちなみ形成を図る。

1. 坂ごとに異なる多様な坂道景観をつくる

2. 斜面緑地を活かした住宅地景観をつくる

3. 斜面上からと斜面下からの眺めに配慮する

■坂道沿いでは、斜面上からの眺めを妨げないような配置とする

■色彩はみどりと調和した落ち着いたものとし、特に彩度の高いものは避

ける

■斜面下からの斜面緑地への眺めに配慮し、斜面下側の緑化を行う

■屋上緑化を行い、斜面上から見えるみどりを増やす

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

■擁壁の上部の塀・さくは高さを抑える

■擁壁は周囲と調和し、圧迫感を与えないものとなるよう工夫する

　（壁面緑化を行う、自然素材を用いる、分節化を図る など）

■道路沿いには空地をとり、植栽帯を設ける

■各坂道の特徴に応じた意匠、素材、植栽を検討する

　（竹の植栽（二の坂・四の坂）、大谷石の擁壁（四の坂・五の坂））

■エントランス部の照明などにより安心して歩ける夜間景観を創出する

■既存樹木を保全する

■南側に高さのあるみどりを配置し、建築物を見えないようにする

■色彩はみどりと調和した落ち着いたものとし、特に、彩度の高いものは

避ける

■素材は、自然素材のものとする

■新植の場合には、既存樹木と調和した樹種を選定する

■樹木の生育環境に配慮し、透水面を確保する

■大規模な地形の改変は避ける

■規模の大きな建築物については、水平方向・垂直方向に分節すること

で周辺のまちなみの規模感との調和を図る

斜面緑地を横切る一の坂から八の坂では、坂道ごとに異なる
多様な坂道景観を形成しており、この特徴を今後も継承し、多
様な坂道景観を形成する。

貴重な景観資源である斜面緑地を保全し、将来にわたり継承
してゆく。

斜面緑地上からは西新宿の超高層ビル群が眺められ、また、目
白通りや西武新宿線の車窓からは斜面緑地を見ることができ
る。この斜面上からと斜面下からの眺めを意識した景観の形
成を図る。

眺

境

空 緑

緑

南側の庭にみどりを配置
し、斜面緑地への眺めに
配慮する

既存樹木の保全

坂道ごとの多様な景観形成

大谷石などを用
いた特徴的な擁
壁意匠

圧迫感を与えない擁壁
高さを抑えた塀・さく

道路沿いの空地
植栽帯の設置

坂道に応じた植栽

眺望の確保

斜面緑地を活かした住宅地景観

斜面上下からの眺めに配慮した景観形成

■斜面上からの眺望を
　確保する

■斜面下から斜面緑地
　への眺望を確保する

高さを抑える
みどりと調和した
色彩・素材を用いる

水平方向に分節化し
周辺環境との調和を図る

垂直方向に分節化し
圧迫感の軽減を図る

屋上緑化をする

圧迫感を軽減する
分節化

景観形成の目標

景観形成の方針
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妙正寺川

山
手
通
り 中
井
駅
前
通
り

西武新宿線

落合第五
 小学校

中井駅

最勝寺

上落合
西公園

落合
斎場　

早稲田通
り

新井薬師道

【凡例】

寺

境内地

公園

地域を貫く旧道
（新井薬師道）

地域を貫く旧道
（明治時代以降）

路地

行き止まりの路地

商店

旧商店（旧道沿い）

５層以上の高層建築

エリア境界

S = 1 : 6000
0 50 100 200m

妙正寺川沿いの低地に広がる、住宅が密集するエリアです。そのため、生活感のあふれるみどり豊かな

路地空間が多数存在します。また、新井薬師道沿いは小規模な店舗が建ち並ぶ、商店街となっています。

エリアの東側、南側には幹線道路が通っており、沿道の高層建築物が路地景観に影響を与えています。

1. 生活感あふれる路地景観 2. 新井薬師道沿道の賑わい 3. 住宅地からの眺め

敷地規模の小さい住宅が密集して並ぶこの

エリアには、多数の路地空間が存在します。

いずれの路地も、建築物や庭が道路にとても

近く、生活感あふれる路地景観となっていま

す。近年、建築物の建替えによってみどりが

減少しています。

エリアの中央を東西に貫く新井薬師道は、か

つて小規模な店舗が建ち並ぶ賑わいあふれ

る通りでした。ほぼ均一の間口と、揃った壁

面線が特徴となっていました。現在では、沿

道建築物の建替えや用途変更も進んできて

います。

エリアの東側には山手通り、南側には早稲田

通りが通っています。沿道には高層建築物が

建ち並んでおり、住宅地からはその裏側が見

えてしまっています。そのため、低層住宅地

に対する圧迫感の解消が必要です。

景観特性

妙正寺川エリア妙正寺妙正寺川エリアリアア妙正寺川エリア8-7　8-778 7　妙

7-67-6
上落合エリア上上落合落合エリアア上落合エリア

中野区中野区

8-6　上落合エリア

7-18-6
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低層住宅の密集したこのエリアでは、幹線道路沿いとのスケールの調和を

図りながら、みどり豊かな路地景観の形成を図る。

身近なみどりを感じられるまちなみへ

1.身近なみどりがあふれる路地景観をつくる

2.エリアを貫く新井薬師道を活かした

　　　　　　　　　　　　　　　　景観形成を行う

3.幹線道路沿道では住宅地側からの眺めに配慮する

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

景観形成の考え方

具体的な方策

エリアに多く存在する路地景観を、身近なみどりがあふれる潤

いのあるものとする。

■植栽は沿道に寄せる

■住宅からあふれるみどりを保全する

■道路沿いでは中低木や生垣の植栽、壁面緑化、さくの緑化を行い路地

景観を保全する

■路地沿いは積極的に緑化を行う

■間口は現在の規模を継承するか、もしくは、分節化を図る

■通りに対して正面性をもたせる

■建築物側面を緑化し、路地からのみどりをつなげるように植栽を行う

■低層部の賑わいを感じられるよう、開放的な意匠とする

■夜間景観にも配慮し、シャッターは透過性の高いものとする

江戸時代から続く新井薬師道沿道の、商店の連なるまちなみ

を活かしエリアを特徴付けるまちなみを創出する。

エリアを取り囲む広域幹線道路（山手通り・早稲田通り）沿

いでは、内側の住宅地からの眺めに配慮した計画とする。

■幹線道路側に面する部分は緑陰空間となるような植栽を行う

■住宅地に面する部分には住宅地の路地に合わせた緑化を行う

■住宅地に面する部分に対して、壁面緑化、屋上緑化を行う

■住宅地に面する部分に設備機器置き場などを設ける場合は、植栽や外

構などで工夫し修景を行う

■高層建築物を立てる際には、住宅地側には空地をとり、積極的に緑化

する

■裏通りに対しては、道路沿いに照明等を設置する

　路地
（住宅地側）

幹線道路→ →

商店の連なるまちなみ景観

住宅地に配慮した幹線道路沿道

みどりのあふれる路地景観

壁面の位置をそろえて、
まちなみとの調和を図る

低層部の開放的な意匠

分節化を図り
圧迫感をおさえる

住宅地側への
空地の確保

屋上緑化

植栽等
による修景

アイストップの緑化

路地沿いの緑化

生垣の植栽

景観形成の目標

景観形成の方針
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